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「
い
つ
か
晴
れ
た
日
に
」

η

贈
り
物
に
人
生
が
見
え
る

贈
り
物
。
そ
れ
は
、
人
か
ら
人
に
伝

え
る
、
言
葉
に
な
ら
な
い
思
い
。
い
つ

も
、
人
は
相
手
に
思
い
を
伝
え
た
く
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
中
で
も
、

ピ
ア
ノ
が
贈
ら
れ
る
な
ん
て
、
そ
う
あ

る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
音
楽
を

奏
で
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
ふ
さ
わ
し

い、

言
葉
以
上
の
心
の
安
ら
ぎ
が
欲
し

い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

四
人
姉
妹
を
描
い
た

『若
草
物
語
L

(
的
年
)
で
は
、
音
楽
を
愛
す
る
引
っ
込

み
同
支
の
末
っ

子
の
ベ
ス
(
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
)
は
、
隣
に
住

む
ロ

l
リ
l
の
祖
父
に
、
ピ
ア
ノ
を
贈

ら
れ
た
。
ベ
ス
は
、
「
毎
日
ピ
ア
ノ
を
弾

き
に
お
い
で
L

と
ロ

1
リ
l
の
祖
父
に
言

わ
れ
、
そ
の
お
札
に
手
作
り
の
ス
リ
ッ

パ
を
心
を
込
め
て
作
っ
て
贈
り
、
そ
の

お
返
し
に
と
、
ピ
ア
ノ
が
贈
ら
れ
た
の

だ
。
そ
れ
は
亡
く
な
っ
た
孫
娘
の
物
だ

っ
た
。
ロ
l
リ
l
の
祖
父
か
ら
し
て
み

れ
ば
、
自
分
の
孫
娘
の
思
い
を
重
ね
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

友
達
の
誕
生
日
に
、
ピ
ア
ノ
が
贈
ら

れ
た
の
は

3
ボ
l
イ
ズ
・
オ
ン
・
ザ
・

サ
イ
ド
』
(
町
年
)
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
売
れ
な
い
ク
ラ
ブ
歌
手
ジ
ェ

l

ン
(
ウ
l
ピ
l
・
ゴ
ー
ル
ド
パ

l
グ
)

は
、
新
天
地
を
目
指
し
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
へ
行
く
。
交
通
費
を
節
約
す
る
た
め

に
車
で
行
く
こ
と
に
し
、
同
乗
者
を
募

集
す
る
。
そ
れ
に
応
じ
た
の
が
ロ
ビ
ン

(
メ
ア
リ
l
H
ル
イ
l
ズ
・
パ

l
カ
l
)

だ
。
ジ
ェ

l
ン
は
ロ
ビ
ン
が
、
カ
l
ペ

ン
タ
l
ズ
が
好
き
な
こ
と
以
外
は
気
に

入
っ
た
。
こ
う
し
て
、
旅
が
始
ま
る
。

二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
人
生
の
お
荷
物
を

も
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
二
人
だ
が
、
旅

の
中
で
傷
つ
き
、
慰
め
あ
い
、
や
が
て

か
け
が
え
の
な
い
友
情
を
育
む
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
、
ロ
ビ
ン
は
、
音
楽
好

き
の
ジ
ェ

l
ン
の
誕
生
日
に
、

真

っ
赤

な
大
き
な
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
ピ
ア
ノ
を

贈
っ
た
の
だ
。
ジ
ェ

l
ン
は
ロ
ビ
ン
の

た
め
に
、
カ
l
ペ
ン
タ
l
ズ
の
曲
を
弾

く
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
を
舞
台

に
し
た

『
い
つ
か
晴
れ
た
日
に
L

で
も
、

や
は
り
、
ピ
ア
ノ
が

贈
り
物
に
使
わ
れ
た
。

ピ
ア
ノ
を
贈
っ
た

の
は
、
ブ
ラ
ン
ド
ン

大
佐
(
ア
ラ
ン
・
リ

ッ
ク
マ
ン
)
。
贈
ら
れ

た
の
は
、
天
真
欄
漫

な
少
女
マ
リ
ア
ン
ヌ

(
ケ
イ
ト
・
ウ
ィ
ン
ス

レ
ッ
ト
)
だ
。
彼
女

の
住
む
居
間
に
ぴ
っ

た
り
の
、
小
さ
い
が

木
の
色
の
美
し
い
ピ

ア
ノ
だ
。
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マ
リ
ア
ン
ヌ
は
、

自
分
の
愛
し
た
恋
人

に
捨
て
ら
れ
、

一
時
は
放
心
状
態
に
な

り
、
雨
の
中
を
歩
き
倒
れ
、
流
感
に
官

さ
れ
、
生
死
を
訪
偉
っ
た
の
だ
。
そ
れ

を
助
け
た
の
は
、
ず
っ
と
密
か
に
彼
女

に
思
い
を
寄
せ
て
き
た
a

ブ
ラ
ン
ド
ン
大

佐
な
の
で
あ
る
。

マ
リ
ア
ン
ヌ
の
失
恋
の
傷
が
癒
さ
れ

た
と
思
わ
れ
た
頃
、
大
佐
は
、
彼
女
に
、

自
分
の
思
い
を
託
す
よ
う
に
、
ピ
ア
ノ
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を
贈
っ
た
。
彼
女
は
、

美
し
い
鳥
が
さ

え
ず
る
よ
う
に
、
歌
い
始
め
た
。
ど
う

や
ら
、
大
佐
の
思
い
は
通
じ
そ
う
だ
。

大
佐
が
、
マ
リ
ア
ン
ヌ
を
知
っ
た
の

は
、
彼
女
の
姉
エ
リ
ノ
ア
(
エ
マ
・
ト

ン
プ
ソ
ン
)
と
妹
と
母
親
の
四
人
家
族

が、

{丞
挺
の
や
む
を
え
ぬ
事
情
に
よ
っ

て
、
越
し
て
き
で
か
ら
だ
。
サ
l
・
ジ

ョ
ン
・
ミ
ド
ル
ト
ン
(
ロ
パ

l
ト
・
ハ



―
デ
イ
）
と
、
そ
の
義
母
の
ジ
ェ
ニ
ン

グ
ス
夫
人

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ス
プ
リ
ッ

グ
ス
）
の
住
む
バ
ー
ト
ン
・
パ
ー
ク
の

家
に
マ
リ
ア
ン
ヌ
の
家
族
が
招
か
れ
た

と
き
、
大
佐
も
呼
ば
れ
て
、
彼
女
と
初

め
て
会
っ
た
。
そ
の
と
き
、　
マ
リ
ア
ン

ヌ
は
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
美
し
い
歌
声
を

聞
か
せ
た
。
以
来
、
大
佐
は
彼
女
の
虜

に
な
っ
た
の
だ
。
大
佐
に
と
っ
て
、　
マ

リ
ア
ン
ヌ
は
、
大
佐
の
か
つ
て
愛
し
亡

く
し
た
恋
人
以
来
、
大
佐
の
心
を
揺
り

動
か
し
た
女
性
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

も
う
中
年
で
あ
り
、
慎
み
深
い
大
佐
は
、

な
か
な
か
彼
女
に
思
い
を
告
げ
ら
れ
な

も
っ
と
も
、
大
佐
の
思
い
と
は
一異
腹

に
、　
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
、
散
歩
の
途
中
で

足
を
く
じ
い
た
と
き
に
通
り
が
か
っ
た

ウ
イ
ロ
ビ
ー

（グ
レ
ツ
グ

・
フ
イ
ズ
）

に
夢
中
に
な
っ
た
。
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
は
、

詩
を
回
ず
さ
み
、
未
馬
を
愛
し
、
狩
り

を
愛
す
。
マ
リ
ア
ン
ヌ
の
、
若
い
ロ
マ

ン
チ
シ
ズ
ム
を
く
す
ぐ
っ
た
の
だ
。

ウ
イ
ロ
ビ
ー
は
、　
マ
リ
ア
ン
ヌ
に
花

を
贈
っ
た
。
「自
然
の
好
き
な
あ
な
た
に
、

自
然
の
花
を
。
そ
れ
は
野
で
摘
み
ま
し

た
」。
そ
れ
は
、
大
佐
が
温
室
で
大
切
に

育
て
、
彼
女
に
贈
っ
た
、
整
っ
た
花
と

は
対
照
的
な
も
の
だ
っ
た
。
若
い
マ
リ

ア
ン
ヌ
は
、
自
然
の
花
を
贈
っ
た
若
い

ウ
ィ
ロ
ビ
ー
に
ひ
か
れ
た
の
だ
。

ウ
ィ
ロ
ビ
ー
は
マ
リ
ア
ン
ヌ
を
ま
る

で
愛
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、

だ
が
し
か
し
、
財
産
の
あ
る
別
の
女
性

と
密
か
に
婚
約
し
て
、
結
婚
し
た
。

マ
リ
ア
ン
ヌ
は
、
一異
切
ら
れ
、　
一
度

は
絶
望
の
淵
を
見
た
思
い
だ
っ
た
。
だ

が
、
大
佐
の
贈
っ
た
ピ
ア
ノ
に
、
改
め

て
、
自
分
を
心
か
ら
慕
つ
て
く
れ
た
本

当
の
愛
を
見
つ
け
る
の
で
あ
る
。

美
し
い
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
ロ
マ
ン
ス
は
、
ま
る
で
四
季

の
移
り
変
わ
り
の
色
彩
に
似
て
、
繊
細

な
心
の
髪
を
織
り
な
す
か
の
よ
う
だ
。

『
い
つ
か
晴
れ
た
日
に
』
（米

・
ソ
ニ
ー
）
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監
督
＝
ア
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・
リ
ー

出
演
＝
エ
マ
。
ト
ン
プ
ソ
ン
／
ア
ラ
ン
・
リ
ツ
ク
マ

ィ
／
ヶ
イ
ト
・ウ
ィ
ン
ス
レ
ツ
ト
／
ヒ
ュ
ー
・

グ
ラ
ン
ト
／
グ
レ
ツ
グ

・
ワ
イ
ズ

η
父
親
の
死
に
よ
っ
て
、
母
や
妹
た
ち
と
と
も
に
田

舎
へ
と
移
っ
て
き
た
エ
リ
ノ
ア
。分
別
あ
る
彼
女
と
、

激
情
家
の
妹
マ
リ
ア
ン
ヌ
の
恋
の
行
方
を
軸
に
、
い

つ
の
時
代
に
も
変
わ
ら
ぬ
人
生
の
哀
歓
を
描
く
。

％
～
、
東
京
二
三

―
東
宝
シ
ネ
マ
ー
　
大
阪
上
ニ

番
街
シ
ネ
マ
ほ
か
で
上
映

T厖両Ps
『いつか晴れた日に』の主演女優であり、本作を自ら脚色
し、アカデミー最優秀脚色賞を受賞したエマ・ トンプソ
ンが先頃来日、記者会見が開かれた。なごやかな雰囲気
の中で行われた会見の模様をレポート。

日本には、り0年に東京・グローブ座で行われた『リア勁  『夏の夜
の夢』の公演ためにす度来日したことがあるエマ・ トンプソン。再

び日本に来られて嬉しいという言葉通り、終始にこやかで、ジョー

クも数多く飛び出す楽しい会見となった。
「撮影現場では脚本家という立場は脇に置いて、女優として謙虚に

演じていたけれよ ほかの出演者が私の書いたセリフを間違えたと

き山厳しくチェックしたわ」という言葉で、まず会場を沸かせた。

なぜ今、ジェーン・オースティンの作品を映画化したのかという質

問には「私が選んだんじゃないのよ」と笑いながら前置きをして「で

も、これはすごくドラマティックだし、映画で表現して初めて生き

る部分のある小説だから良い選択だったわ。今なぜかと言え:よ 少

し前まではオリジナルの良い脚本を書く優れたライターが大勢いた

けれどヽ 今は少なくなっているから古典に素材を求めるイ頃向にある

のだと思う」と彼女なりの意見を話してくれた。そして演じるにあ

たっては、このエリノアという役が早くに父親を亡くしたという点

で、自分と共通するものを感じたという。
これまで最も影響を受

けた映画は『天丼桟敷の

人々』だという彼女。「『い

つか晴れた日に』『キャリ

ントン』と一時代前のも

のが続いたので、今度は

現代の物語を書いて演じ

たい」というのが目下の

希望だそうだ。

E麹饉鶴&T雉⑬難ゃso爾 汐ぽ◎f‡量e

'59年、ロンドン生まれ。'82年に大学卒業後、女優として舞台で活

躍。映画デビューは、'89年『彼女がステキな理由』。それ以前にもTV
で自分の名を冠したバラエティ番組をもったり、BB囃 のミニ・
シリーズでイギリス・アカデミー協会の主演女優賞を受賞するなa
国内では人気 。実力ともに定評があった。ケネス・ブラナー監督 。

主演の『ヘンリー五世』(89)、 『愛と死の間で』 ('91)で世界的に注

目される。り2年に、Fハワーズ。エンド』でアカデミー賞主演女優賞

を受賞し、名実ともにトップスターとしての地位を確立する。翌年
『日の名残り』と『父の祈りを』で再びアカデミニ賞にノミネート。

その他にも、『ピーターズ・フレンズ』('92)、 『から騒ぎ』('93)、 『ジ

ュニア』('941と着実なペニスで出演を続け、本作で脚本家としての

キャリアをスタートさせた。
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